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【請負内容】

（１）新規登録農薬及び既登録農薬のリスク評価

• 農薬の登録基準（水産基準、鳥類基準、水濁
基準）の設定等に係る文献データの収集及び
リスク評価のための資料作成

（２）リスク管理

• 実環境中の農薬分布・残留や評価対象種のば
く露実態に係るモニタリング調査を実施し、
リスク管理の実効性及びリスク評価手法の妥
当性を検証

• モニタリング調査の結果を踏まえた追加的か
つ重点的な調査を行い、規制強化やリスク評
価手法の改良等の検討に必要なデータを収集

農薬登録基準等設定費

事業イメージ

請負事業

○ 農薬取締法に基づき、生活環境動植物に対する適切なリスク評価及びリスク管理を実施し、農薬の環境に対する

安全性を確保する。

農薬取締法に基づき、農薬の生活環境動植物に対するリスク評価及びリスク管理を実施します。

【令和４年度要求額 180百万円（143百万円）】

研究機関等

平成17年度～

環境省 水・大気環境局 土壌環境課 農薬環境管理室 電話：03ｰ5521ｰ8323

■請負先

環境省

【請負先】研究機関等

業務の発注 結果の報告

農薬は、農薬取締法（農林水産省・環境省共管）に基づき、人や環境

等への安全性が確認され登録されたもののみ、製造・輸入することがで

きます。このうち、環境に対する安全性に係る判断基準（登録基準）は、

個別農薬ごとに環境大臣が設定しています。

農薬取締法の改正により、農薬の新規登録審査における生態影響評価

において、令和２年度からは、魚類、甲殻類等に加えて、水草、鳥類及

び野生ハナバチ類に対する影響評価を行っています。さらに、令和３年

度からは既に登録された農薬に対する再評価を開始したところです。

新規登録審査及び再評価におけるリスク評価を迅速かつ的確に進める

とともに、実環境中のモニタリング調査によるリスク管理を実施します。

さらに、モニタリング調査で基準を超過するデータが確認された農薬に

ついては、規制強化等の検討に向けた追加調査を行います。


